
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 ふつう 名前

実験のくふう・対照実験・仮説 月 日

1 1つだけ変えた実験を選ぶ 基本

次の問いに答えなさい。

(1) 実験 におい ゆか表面 ゆか温度

① あり ざらざら 15℃

② なし ざらざら 25℃

③ なし ざらざら 15℃

④ なし つるつる 15℃

「ゆかの表面」が結果に関係するかを

調べるには、どの2つの実験を比べま

すか。

答え と

(2) 実験 台 色素 室温

① アルミ なし 30℃

② アルミ あり 20℃

③ 木 なし 20℃

④ アルミ なし 20℃

「部屋の温度」が結果に関係するかを

調べるには、どの2つの実験を比べま

すか。

答え と

2 結果から言えること・言えないこと 標準

次の表を見て、問いに答えなさい。(表の数は、この問題のための実験の結果です。)

(1) 氷のとけ方の実験です。

実験 氷をのせる台 部屋の温度 氷の大きさ 氷がとけきるまでの時間(分)

① アルミ 20℃ 小さい 30

② アルミ 30℃ 大きい 35

③ 木 20℃ 大きい 55

④ アルミ 20℃ 大きい 40

次のア〜ウは、この結果から、どう言えますか。○(はっきり言える)・×(結果と合わな

い)・△(この結果だけでは決められない)で答えなさい。

ア　氷をのせる台を「アルミ」から「木」にすると、氷がとけきるまでの時間は短くなる。

イ　部屋の温度は、氷がとけきるまでの時間に関係しない。

ウ　氷にまぜる食用色素は、氷がとけきるまでの時間に関係しないと言える。

答え ア イ ウ

できた / 3問

ちりつもドリル 学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへの掲載・販売はできません。 1/1

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら

G6-JURIKA-JIKKEN-FUTSU-10


